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●
一
年
間
に
行
っ
て
い
る

行
事
な
ど
は

今
年
は
、
一
月
に
子
ど

も
た
ち
中
心
に
昔
遊
び
や

伝
統
文
化
に
触
れ
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
を
矢
板
武
記

念
館
で
、
ま
た
、
二
月
に

は
フ
ェ
ス
タ
in
Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｔ

Ａ
で
も
、
生
け
花
を
飾
り

ま
し
た
。

四
月
に
行
う
矢
板
武
記

念
館
の
観
桜
会
で
は
、
お

茶
会
と
生
け
花
の
展
示
の

ほ
か
に
、
お
琴
の
演
奏
も

あ
り
ま
す
。
お
茶
は
日
曜

日
、
お
琴
は
土
日
の
ど
ち

ら
か
で
行
わ
れ
ま
す
。
タ

イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、
枝

垂
桜
を
愛
で
な
が
ら
、
お

茶
や
お
琴
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。

十
月
に
は
、
県
の
芸
術

祭
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は

矢
板
が
会
場
で
、
文
化
会

館
大
・
小
ホ
ー
ル
な
ど
、

四
カ
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

（
矢
板
で
開
催
す
る
の
は

四
回
目
）
前
回
、
平
成
二

十
二
年
に
矢
板
で
開
催
し

た
時
は
、
二
三
〇
〇
人
ほ

ど
の
入
場
者
が
あ
り
、
と

て
も
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

十
一
月
の
矢
板
市
文
化
祭

で
も
展
示
を
行
い
ま
す
。

●
長
谷
川
会
長
の
想
い

茶
華
道
部
の
今
が
あ
る

の
は
今
ま
で
先
輩
た
ち
が

頑
張
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

り
、
感
謝
す
る
と
と
も
に

こ
の
伝
統
文
化
の
活
動
は

人
の
心
の
修
業
に
な
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
っ

た
ら
、
何
か
し
ら
趣
味
を

持
つ
と
い
い
で
す
ね
。
ス

ポ
ー
ツ
で
も
文
化
面
で
も

挑
戦
し
て
い
れ
ば
何
か
自

分
に
と
っ
て
の
一
つ
が
見

つ
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
仲
間
に
支
え
ら

れ
た
り
、
頭
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
た
り
、
ひ
い
て

は
そ
れ
が
家
庭
円
満
に
つ

な
が
っ
た
り
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
年
は

と
っ
て
も
頭
も
体
も
心
も

元
気
で
い
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｒ
・
Ｋ
）

茶
華
道
協
会
は
、
昭
和

四
十
九
年
の
文
化
協
会
設

立
時
か
ら
加
盟
し
て
い
る

文
化
協
会
の
中
で
一
番
古

い
団
体
で
す
。
文
化
協
会

に
は
現
在
十
二
の
専
門
部

が
あ
り
、
各
専
門
部
に
は

幾
つ
か
の
団
体
が
所
属
し
、

矢
板
市
の
文
化
活
動
を
担
っ

て
い
ま
す
。

茶
華
道
協
会
の
指
導
員

は
二
十
二
人
で
す
が
、
そ

の
下
に
各
自
の
生
徒
さ
ん

が
い
る
の
で
、
実
際
に
活

動
し
て
い
る
人
数
は
た
く

さ
ん
に
な
り
ま
す
。
お
茶

と
お
花
の
両
方
を
教
え
て

い
る
先
生
は
三
人
で
、
お

茶
の
先
生
に
は
男
性
も
い

ま
す
。
お
花
は
四
流
派
あ

り
、
お
茶
は
表
千
家
と
裏

千
家
の
二
つ
で
す
。

平
成
二
十
一
年
か
ら
、

初
代
会
長
の
得
納
邦
江
さ

ん
よ
り
二
代
目
会
長
を
受

け
継
い
だ
長
谷
川
ゆ
う
子

会
長
に
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

伝
統
文
化
に
触
れ
て
心
を
み
が
こ
う
!!

矢
板
市
茶
華
道
協
会

●
連
盟
の
あ
ゆ
み

昭
和
四
十
八
年
、
山

口
公
久
初
代
会
長
を
中

心
と
し
た
市
内
の
野
球

愛
好
者
へ
の
呼
び
掛
け

に
よ
り
、
野
球
に
対
す

る
マ
ナ
ー
と
技
術
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
二

十
八
チ
ー
ム
の
登
録
を

得
て
、
矢
板
市
野
球
連

盟
が
発
足
し
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
六
十
三

チ
ー
ム
の
登
録
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
二

十
五
チ
ー
ム
、
約
四
〇

〇
人
の
選
手
が
登
録
し

て
い
ま
す
。

矢
板
運
動
公
園
に
、

平
成
十
一
年
に
ナ
イ
タ
ー

設
備
完
備
の
グ
ラ
ン
ド

が
、
平
成
十
八
年
に
は

本
格
的
専
用

野
球
場
が
完

成
し
、
県
内

の
主
要
大
会

や
連
盟
主
催

の
学
童
・
中

学
校
の
大
会

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
高
い
レ
ベ
ル

の
野
球
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
で
、
選
手
の
技

術
向
上
と
チ
ー
ム
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

●
活
動
状
況
は

今
年
度
は
十
九
大
会

で
す
。
参
加
チ
ー
ム
が

一
番
多
い
大
会
は
、
学

童
野
球
で
、
毎
年
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
四
十
歳

大
会
、
六
十
歳
大
会
、

七
十
歳
大
会
が
あ
り
、

何
歳
に
な
っ
て
も
現
役

選
手
と
し
て
試
合
に
出

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

一
生
楽
し
め
ま
す
。
最

高
齢
の
方
は
、
森
さ
ん

七
十
八
歳
で
現
役
選
手

で
す
。

●
目
指
せ
甲
子
園
！

大
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
年
々
チ

ー
ム
数
が
減
少
し
て
お

り
、
野
球
人
口
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。

野
球
を
す
る

子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
環
境
を

つ
く
り
、
野
球

人
口
を
増
や
そ

う
と
、
二
年
前

か
ら
生
涯
学
習

課
と
協
力
し
て

毎
週
月
曜
日
の
夜
、
野

球
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
年
長
か

ら
小
学
生
ま
で
を
対
象

に
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
や
っ
て
て
よ
か
っ
た

野
球若

い
と
き
に
始
め
た

野
球
を
ず
っ
と
続
け
て

き
た
こ
と
で
友
だ
ち
が

で
き
ま
し
た
。

運
動
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
健
康
に
と
て
も

よ
く
、
ま
た
、
審
判
は

大
き
な
声
を
出
す
の
で

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま

せ
ん
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

野
球
を
続
け
て
よ
か
っ
た
！

矢
板
市
野
球
連
盟

矢 板 の 一 番 物 語
伝統ある文化・スポーツ団体をご紹介します！！

昭
和
四
十
八
年
、
矢

板
市
野
球
連
盟
が
発
足

し
ま
し
た
。
発
足
と
同

時
に
栃
木
県
野
球
連
盟

に
も
加
入
し
て
お
り
、

今
年
で
創
立
四
十
五
年

目
を
迎
え
ま
す
。

新
会
長
の
猪
瀬
岩
夫

さ
ん
（
七
十
三
歳
）
、

理
事
長
の
小
川
善
一
さ

ん
（
六
十
七
歳
）
、
事

務
長
の
武
田
聡
さ
ん

（
五
十
一
歳
）
に
活
動

の
様
子
な
ど
を
伺
い
ま

し
た
。


